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審   査   の   要   旨 
海底活断層は日本のみならず世界各地に分布しており、別府湾のように人口稠密地域の近くにあること
も多い。プレート境界型地震に伴う津波は広範囲に被害をもたらすため社会的に関心を集め、再来間隔や
浸水範囲などに関して多くの研究がなされてきた。しかしながら、別府湾の事例のように海底にあるプレ
ート内断層がずれることで発生する津波に関しては必ずしも十分な注意が払われてこなかった。本論文は
歴史地震津波や活断層に関する情報が充実している別府湾において、プレート内断層による津波発生間隔
が約 800–1500 年であることを明らかにした。また，慶長豊後地震津波以前にも別府湾において複数回の
津波があったことを初めて明らかにした点も注目される。本論文は別府湾地域における減災の基盤情報と
して重要であるだけでなく、今後同様の研究のモデルケースとなることが期待できる。適切な調査地を選
定することや津波堆積物を識別することの困難は入念な野外調査と各種の分析によって克服されている。  
平成29年1月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
